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研究成果の概要（和文）：　世界初の電子ペンに対応したデンタルチャート及び遺体情報管理システムを開発し
た。すなわち、デンタルチャートのデータを迅速にデジタル化することで、データベース化や検索（個人識別）
に要する時間並びにマンパワーの大幅な削減が可能になり、誤入力に起因する遺体取り違えの問題も解消され
る。
　デンタルチャートと口腔内写真・エックス線写真・顔貌写真をリンク付け可能な遺体情報一元管理システムを
構築した。さらに、クラウド上でのファイル保存も可能になった。これにより、大規模災害発生時に多数の遺体
が生じた場合、迅速なデータベース化と確実な身元確認ができるシステムが完成した。

研究成果の概要（英文）：  A dental chart and a corpse information management system corresponding to
 the electronic pen were developed. That is, by rapidly digitized data of dental chart, allows a 
significant reduction in the time and manpower required for the database and search (personal 
identification), it is also resolved bodies misleading problems caused by erroneous input. 
  By linking the dental chart with the intraoral photograph, the X-ray photograph, and the facial 
photograph, it was possible to construct a unified management system for the corpse information. In 
addition, it became possible file storage in the cloud. As a result, when a large number of dead 
bodies occurred in the event of a large-scale disaster, a system capable of rapid database 
construction and reliable personal identification was completed.

研究分野：法医学
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１．研究開始当初の背景 

 大規模災害時、遺体の口腔内所見や口腔

内写真、エックス線写真を元に遺体のデン

タルチャートを作成し、生前資料を元に作

成された生前のデンタルチャートとの照合

を通じて身元確認が行われる。東日本大震

災後、デンタルチャートのデータがデータ

ベース化され、検索（個人識別）に利用され

るようになるまで長い時間がかかったのは、

アナログデータのデジタル化に手間取った

ことが主な原因であった。 

 

２．研究の目的 

 デンタルチャートは従来、手書により作

成される。その後、チャートのデータをコン

ピュータ（PC）に入力して構築されるデー

タベースを用いて身元確認が行われる。今

後、大規模災害時、多くの身元不明死体発生

が予想される。従来方式では、身元確認のた

めのデータベース化に非常に時間がかかる

ことが予想される。そこで、電子ペン対応デ

ンタルチャートとデータ管理ソフトの開発

を目的とした。これにより、データベースの

迅速な構築が可能となり、身元確認も確実

に実行できることが示唆される。 

 

３．研究の方法 

 電子ペンにはカメラ、メモリー、Bluetooth

が組み込まれており、ペンに装着されたボー

ルペンで筆記することでその座標軸を記録し、

データを Bluetooth 経由で PC に転送できる

ようになっている。 

 まず、電子ペンに対応したデンタルチャー

トを開発した。本デンタルチャートに記入さ

れたデータは Bluetooth 経由で PC に転送さ

れ、撮影した口腔内写真やエックス線写真を

デンタルチャートとリンク付けすることを可

能にした。また、インフォコム株式会社の協

力を得てデンタルチャートと写真類のリン

ク付け、チャート情報の一覧表示等を可能

にするためのPCソフトウェアを開発した。 

 

４．研究成果 

（1）右図のような電子

ペン対応デンタルチャ

ートを開発した。電子ペ

ン は ボ ー ル ペ ン 、

CMOS カメラ、赤外線

ライトで構成される。

デンタルチャート表面

に印刷された微細なドットを電子ペン付属

のボールペンで筆記することで文字あるい

は絵として認識され、ペン内蔵メモリーに

保存される。口腔内の治療内容はリストか

ら数字を選んで記入する。１本の歯に複数

の治療がある場合は主たる治療をリストか

ら選んで数字を記入し、他の治療はメモ欄

に筆記する。同様に歯型図もペンで描画す

る。必要事項の記入と内容の確認後、右下の

チェックボックスにチェックマークを記入

することでデータが Bluetooth 経由で即座

に PC に転送される。 

（2）電子ペンから転送されたデータはチャ

ートの画像と共にPC上で確認できる（①）。

また、管理画面では全ての歯について最終

的な修正ができるようにした（②）。 

① 

② 



（3）撮影された写真類はデンタルチャート

とリンク付けされ、また、それらのデータは

1 つのファイルで管理されるため、別の遺

体と取り違える可能性が極めて低いことが

示唆される。 

 

（4）デンタルチャートと写真類は、１つの

Microsoft Word 書類に転記されるため、鑑定

書を作成する時間を大幅に削減できるように

なった。 

 

（5）PC に読み込まれたデータは Microsoft 

Excel書類に書き出すことができるため、その

ままでもデータベースに使用できるようにし

た。これにより身元確認に必要なデータベー

スの迅速化に貢献できることが示唆される。 
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